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上海代表処を開設して、昨年の１０月で３年が経過しました。代表
処の業務としてより具体的な支援活動を、企業と共に実施する事
を心がけてきました。当初は、中国での事業の機会を探索するた
め、展示会、物産展などへの参加、企画を多く実行しました。
そして、中国の市場はやはり巨大であり、市場開拓には個々の企
業が単独で活動するより、チームとして活動するほうが効率的か
つ、成果を上げやすいと考え「チーム京都」というコンセプトの元で
活動を展開するに至りました。そのチーム活動も１年半が経過し、
これから将来の活動の方向性について、新年に当り考えてみたい
と思います。

⑴ 先ず中国市場の動向はどうなっているでしょう？
２００９年、中国政府は内需拡大による経済成長を強力に進めて
いく方針を打ち出しました。その成果は顕著に現れ始め、中国で仕
事をしているとそれを実感できます。２０１３年１１月に開催された国
の方針を決める共産党大会では、この内需拡大路線をより積極的
に進める事が確認され、今後も中国市場の拡大が継続する事が確
実になっています。以前はリーマンショックという外的要因により
出した方針ですが、今回はその成果を踏まえより確信を持ってこ
の方針に取組むという意志の表明です。日本では中国の経済活動
については、バブル崩壊や闇ローンなどを懸念する情報が多いの
ですが、これまでの実績からすると、今後もこれまでの成長を維持
できる可能性の方が高いと推察されます。
中国経済は拡大に伴いその構造も変化しています。沿海地域か

ら、内陸地域へと製造業の発展地域が移動します。これに伴い沿海
部は第三次産業へのシフトが加速されより全体の経済レベルが上
がり、地域格差がある事が時差をもって全体に発展していくため、
長期間に渡り経済の活性化が継続することになります。所得も向
上するため、商品、製品、サービスなど全ての面に渡り質の向上が
求められるようになります。

⑵ ではこの市場の発展をどう捉え、チャンスにするか？
商品、製品は質の高いものが求められますので、日本企業にとっ
て、売込むチャンスが増えそうです。またこれまでのように物の輸
出販売だけではなく、技術、ノウハウなどの売込みチャンスでもあ
ります。また、より裕福な人が増え、日本への観光、留学なども盛ん
になるため、その誘致活動もこれからが本番となりそうです。さら
に日本には技術、ノウハウが集積されており、整備されたインフラ
もありますから、中国企業の投資機会も増えてくるでしょう。これか
らは多様な形態での日中間の経済交流、活動が展開されるように
なると思われます。これまでは日本が市場で、中国進出した日系企
業あるいは中国系企業向けに高度な設備、部品、材料を供給して、
製造した商品、製品を輸入するというモデルでした。これからは中
国が市場ですから、日本製の高品質な商品、製品の販売拡大、そし
て中国からは人の往来が増え、より多角的、幅の広い交流が促進さ
れることになります。

このような環境に対応して、より多くの企業が、中国での販売と
チャネル拡大が出来るようになるため、代表処では現地側に受皿と
なる仕組みを準備し、更に活動の内容によって効果的な支援がで
きる中国企業の開拓を進めたいと考えています。大きな中国市場
を開拓するには、日系企業間の取引に終わらず、幅広く中国の顧客
も開拓すべきで、それを実行するには、優秀な中国人、日本事情を
よく理解した中国企業とのパートナーシップが欠かせません。これ
からも皆様のご意見を聞きながら、よりよい成果が出るよう尽力し
たいと思います。

上海代表処 ２０１４年の正月を迎えて
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お問い合わせ先

（公財）京都産業21 事業推進部 市場開拓グループ　TEL：075-315-8590  FAX：075-315-9240  E-mail：market@ki21.jp

技術センター事業から

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 基盤技術課 機械設計・加工担当　TEL：075-315-8633  FAX：075-315-9497  E-mail：mit09@mtc.pref.kyoto.lg.jp

３Ｄ試作技術研究会のご案内

活 動 期 間：平成2６年１月～平成2６年3月（全４回）
内　　　容

定 　 員：60名（先着順。申込多数の場合は1社2名まで。）
参 加 費：無料
申 込 方 法：企業名、所属・役職、氏名、連絡先を記載の上、下記にE-mail又はFAXで申込下さい。

平成２５年度 ３Ｄ試作技術研究会の概要

第１回 日時：平成26年1月10日（金）13時30分～17時
場所：京都府産業支援センター ５階研修室
内容：（１）講演「粉末積層造形の基礎と応用～粉末積層3Dプリンターでものづくりはどう変わるのか～ 」
  講師：芝浦工業大学 デザイン工学部デザイン工学科 教授　安齋 正博氏
 （２）企業事例「３Ｄデジタルツールの活用と将来像」
  講師：（株）ケイズデザインラボ 代表取締役　原 雄司氏

第2回 日時：平成26年２月５日（水）13時30分～17時
場所：京都府産業支援センター ５階研修室
内容：（１）講演「都産技研における多角的な３Ｄデジタルものづくり支援事業の紹介」
  講師：東京都立産業技術研究センター 主任研究員　横山 幸雄氏
 （２）企業事例「ここまで出来る、こんなに出来る、低価格3DCADの実力」
  講師：ディプロス（株） プロダクトマネージャー　鈴木 洋氏

第3回 日時：平成26年２月２１日（金）13時30分～17時
場所：京都リサーチパーク 西地区 4号館2階 ルーム２
内容：（１）講演「付加製造（Additive Manufacturing）の現状と将来性」
  講師：東京大学 生産技術研究所 教授　新野 俊樹氏
 （２）企業事例「福祉分野での３Ｄ計測と３Ｄプリンタの事例紹介、およびデモンストレーション」
  講師：（株）オーピーティー 代表取締役　森田 彰信氏

第4回 日時：平成26年３月19日（水）13時30分～17時
場所：京都府産業支援センター ５階研修室
内容：（1）講演「AM（積層造形）技術の最新動向とRaFaEI」
  講師：（株）アスペクト 代表取締役　早野 誠治氏
 （２）装置紹介「新規導入装置 RaFaEI300Fの特徴と実力」
  講師：（株）アスペクト MB部　早野 洸揮氏

３Ｄプリンター（Additive Manufacturing／積層造形）技術の進展及び装置の普
及によって、試作時間の短縮・オーダーメイド試作市場の隆盛、世界中のものづくり
の革新が期待されています。
一方、３Ｄプリンターを活用するためには、３Ｄプリンターの特徴を理解し、また３Ｄ

－ＣＡＤでの設計や３Ｄスキャナを用いたモデリング技術など、周辺の３Ｄ技術を習得
する必要があります。
京都府中小企業技術センターでは、平成9年より高速三次元成形機（樹脂粉末積
層３Dプリンター）を整備し京都府内企業にご活用いただいておりましたが、平成26
年3月、最新装置に更新し、更に高速・高精度・高耐久性の樹脂成形品の試作が可能
となります。
そこで、樹脂粉末積層３Dプリンターの特徴を理解し、周辺の３D技術を習得して、

３D試作技術を活用するための研究会を新たに立ち上げます。 高速三次元成形機（平成26年3月更新予定）
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